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1. 腎糸球体基底膜超微細構造の電顕的観察

岡山大学第三内科　 四 方 賢 一　 槇 野 博 史　 一 安 朗

　高 岡 道 夫　 太 田 善 介

(緒言)腎 糸球体基底膜(GBM)は 糸 球体に

おけるmain filtration barrierと 考 えられてい

るが,そ の微細構造は現在 まで十分解明されて

いない1).我 々 はGBMの 超 微細構造 を解明す

るため種々の方法で電顕約観察を行った.

(材料 と方法)牛,ラ ット,ヒ トの腎を用い

て以下の方法で観察 した.

1) ウシ,ラ ッ ト,ヒ トの腎よ りSpiroの 方

法2)を用 いてGBMを 分 離 し
, 1% PTAに よ る

Negative stainingを 用 いて電顕的に観察 した.

2) 分 離 ラットGBMを0.01% Elastase (ブ

タ膵由来)に よ り消化処理 し,起 薄切 片法,

 Negative staining法 にて観察し,さらに抗Type

 Ⅳ collagen抗 体 を用いて蛍光抗体法,免 疫電顕

法による観察 を行った.

(結果) 1) Negative stainingに よ る観察で

はGBMは,フ ユル ト状の膜 として観察され,

内部に幅2-3nmの 細線維からなる均一な網 目

構造が観察された.網 目の小孔の径はラッ トで

は最大径3.1±0.6nm最 小2.5±0.3nmで あ

った(Fig. 1).

2) elastaseで 消化処理 したラットGBMの

超薄:切片法に よる観察では, GBMの 内部及び

外部に幅約3nmの 細線維が観察 された,細 線維

は均一 な網 目構造を成 し,細 線維上には直径約

1Onmの 結節状構造が観察 された(Fig. 2).小

孔の最大径,最 小径は超薄切片法では順に3.5±

0.8nm, 3.1±0.9nm, Negative staining法 で

は3.4±0.5nm, 2.3±0.7nmで あった.蛍 光抗

体法,免 疫電顕法では処理後GBMがType IV

 col1agenを 含 むことが証明された.

(考察)以 上の結果 より, GBMの 基本構造

はType IV collagenに よ る網 目構造であると考

えられる.網 目の小孔径がアルブ ミン分子の長

径よ りわずかに小 さいことより,こ の網目構造

が糸球体におけ る選択的ふ るいわけに関鼻 して

いると考 えられる3) 4).
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図1　 電 顕 写 真 牛分 離GBMネ ガ テ ィブ染 色 ×400,000

図2　 電 顕 写真 エ ラ ス ター ゼ 処理 ラ ッ トGBM×120,000
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